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事業者名 株式会社河北本店

＜2030年のSDGs達成に向けた経営方針と目指す姿＞

当社の経営理念である「未来を拓き、住まいに生命」という言葉を実現すべく、熊本県下すべての地域社会の発展
に貢献する。この考えは「持続可能な開発目標（SDGｓ）と同じ方向で目指すものであり、河北本店の社員ひとり
ひとりが誠実に事業活動に取り組むことにより、SDGｓ達成に貢献をしていく。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標＞

・「SDGsに関する重点的な取組み」には環境・社会・経済の三側面の全てについて、重点的な取組みを記載してください。なお、取組みが複数の分野に該当
する場合は、それぞれの分野にチェックを入れてください。
・「指標（更新時に向けた数値目標）」には、それぞれの取組みに対する「目指す姿」の実現を念頭に、それを評価するための指標と、現状の数値および更新時
（3年後）の数値目標を記載してください。（例：採用の人数：2023年○人→2026年○人）更新時には実績を報告する必要があります。

・「パートナーシップ」には、企業やNPO法人、行政など関係機関との連携を記載してください。

・「三側面」、「前期のSDGsに関する重点的な取組み」と「前期の指標」には、前回登録申請した際に記載した「三側面」、「SDGsに関する重点的な取組み」と
「指標」をそのまま転記してください。
・「取組みの進捗状況」には、取組みの実施状況や指標の達成状況を記載してください。指標が未達成の場合は、その理由等も記載してください。
・「前期の指標に対する実績」には、「前期の指標（数値目標）」に対する実績を数値を用いて記載してください。

更新

三側面
SDGsに関する重点的な取組み

指標
（更新時に向けた数値目標）（分野に☑）

環境

・印刷枚数を2026年までに20％削減
・印刷時裏紙使用を2023年より20％増加

・印刷枚数
2023年26,000枚⇒2026年
20,800枚（20％削減）
・印刷時裏紙使用
2023年360枚⇒2026年432枚
（20％増加）

社会

経済

環境

性別・年齢を問わない採用の実施 ・2026年までに2名採用社会

経済

環境

・社用車を随時、エコカー（排ガス規制適合車）へ移行
・社用車のエコカー割合
2023年20％⇒2026年：30％以上

社会

経済

持続可能な労働力向上のため、自社とお取引様をはじめ、すべてのステークホルダーとの間に信頼・信用を強固
なものにし、社内では全社員が働きやすい楽しみのある環境を整えていく。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標に係るこれまでの進捗状況＞

環境

社会

社会

経済

環境

環境

社会

経済

2023年→前期比15％削減

前期のSDGsに関する重点的な取組み

取組みの進捗状況（実施状況や指標の達成状況など）

前期の指標

前期の指標に対する実績

・業務の効率化におけるペーパーレス化
・印刷使用枚数を2023年までに20％
削減

全社員に対して啓蒙を行い、データでのやり取りを強化し
たが、お客様や外部機関へはペーパー重視の傾向が強いと
ころもあるので、未達成となった。

前期の指標に対する実績

（分野に☑）

・2023年までに残業時間15％削減
（2021年平均37時間⇒2023年平均
20時間以内）
・2023年までに有給取得率90％以上
（2021年60％⇒2023年90％以上）

前期の指標に対する実績

・ワークバランス実現のために、全社員の残業時間の短縮
と有給休暇取得率のアップに努める。

取組みの進捗状況（実施状況や指標の達成状況など）

各セクション長と連携し、社員ひとりひとりの業務内容を
把握することで、残業時間の短縮と有給休暇取得率のアッ
プに繋げることができた。

三側面
（分野に☑）

実施状況として、前期の期間中に1台減車、1台排ガス規制
適合車へ変更となっている。車検のタイミング、決算状況
など鑑み2030年へ向けて行動していく。

社用車2023年現在
（26台/7台　26％）

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

（分野に☑）

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

・残業時間平均　2023年⇒20時間
・有給休暇取得率　2023年⇒95％

・社用車をエコカー（排ガス規制適合車）へ随時移行する。
・社有車/2023年までに25％以上切り
替え
（2021年10％⇒2023年25％）

経済

取組みの進捗状況（実施状況や指標の達成状況など）


